
様式１（個人用）

記 載 例
札 幌 芸 術 賞 候 補 者 推 薦 書

札幌文化奨励賞候補者推薦書

写　真

ふりがな
生
年
月
日

　明治

　大正　　　年　　　月　　　日

　昭和

　　　　　　　　　　　（　　才）
候補者名

　　　　　　　　　（本名）

推薦分野
 例）

 　音楽（ピアノ）
本市における活動年数

昭　和

　・　　　年　　月　　日から　　年間

平　成

現 住 所

〒

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電話番号

本　　籍 　　　　　　　　　都・道・府・県

職　　業 勤務先所在地

経　　歴

・

賞　　罰

 例）

 　学歴

 　　昭和　年　月　日　　 ○○大学△△学科卒業

 　　昭和　年　月　日　　 ○○大学大学院△△専攻終了

 　職歴

 　　昭和　年　月　日　　 ○○大学講師（昭和　年　月　日まで）

 　　昭和　年　月　日　　 ○○大学助教授（平成　年　月　日まで）

 　賞罰

 　　昭和　年　月　日　　　　 展入選

　 　平成　年　月　日　　　　 賞受賞　　　

　　

人　　物

 例）

 　○○な人柄で、△△からも信頼が厚く・・・・。

（裏面へ）

個人用

どちらかを、○で

囲んでください　



記 載 例

主要な業績

 例）

 　学術論文

 　　昭和　年　月　日　（題名）　（掲載誌名）

 　演奏会（独奏）

 　　昭和　年　月　日　（演奏会名）　（演奏曲目）　（会場）

 　演奏会（共演）

 　　昭和　年　月　日　（演奏会名）　（演奏曲目）　（会場）

 　芸術活動上の実績

 　　昭和　年　月　日　　○○○賞受賞

 　社会教育上の実績

 　　昭和　年　月　日　（講演等名）　（テーマ等）　（会場）

 　その他

　 　昭和　年　月　日　　○○実行委員会委員（平成　年　月　日まで）

　 　昭和　年　月　日　　△△審査員

推薦理由

例）

　教育者としては･・･・であり、演奏家としても･・･・･など幅広く活動している。･・･・

へ多大な影響を与えた功績は大きく、評価に値することから推薦するものである。

その他参考

となる事項

推 薦 者

氏　　名 職　　業 住　　所

　　　　　　　　　　印 

〒

　　　　　　 電話番号

　　　　　　　　　　印

〒

　　　　　　 電話番号

個人用


